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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、in vitroで緩徐に作用する非特異的ヌクレオシドトリホスファターゼである。この遺伝子は多くの腫瘍組織で過剰発現しており、細胞にとって必須ではないものの、過剰発現は細胞毒性を示す。しかし、この細胞毒性はトリホスファターゼ活性とは関連がない。[RefSeq提供、2016年7月],触媒活性：NTP + H(2)O = NDP + リン酸。,機能：ATP、GTP、CTP、TTP、UTPに対するヌクレオチドホスファターゼ活性を有する。ヌクレオシド二リン酸を低効率で加水分解する。,類似性：THEP1 NTPaseファミリーに属する。,サブユニット：モノマー。,
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	C1orf57抗体を用いたJurkat細胞およびCOLO205細胞のライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
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